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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はDNAポリメラーゼXファミリーに属し、オリゴヌクレオチドプライマーの3'-ヒドロキシル末端へのデオキシヌクレオチド付加を触媒する鋳型非依存性DNAポリメラーゼをコードする。生体内では、コードされているタンパク質は、分化初期段階にある正常および悪性のプレBリンパ球およびプレTリンパ球の限られた集団で発現し、再構成された免疫グロブリン重鎖およびT細胞受容体遺伝子セグメントの接合部において非生殖系列エレメント（N領域）を合成することにより、抗原受容体の多様性を生み出す。この遺伝子の異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されている。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Raji（1）、A549（2）、Hela（3）、およびPC-12（4）細胞溶解物に対するDNTTマウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	Hela マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した *** 細胞のフローサイトメトリー分析。

